
第４号 発行日平成３１年３月１５日 泉中学校統合準備委員会・田原市教育委員会

「泉中学校 統合準備委員会だより」
●第４回統合準備委員会を開催しました

平成３１年２月２８日（木）、午後７時から泉市民館において、第４回泉中学校統合準備委員会を開催いた

しました。

前回の委員会以降開催されました、学校運営部会とＰＴＡ部会で協議された事項についての報告がされまし

た。主な内容については、以下のとおりです。

項目 内容

行事

●修学旅行を２学期（11月の予定）に実施する。

・例年５月上旬に行っていたが、統合時にその時期だと準備・打合せ等が難しく、また、

１学期は行事が多く慌ただしいため。

・見通しを立てるため、赤羽根中学校はＨ32年度の修学旅行から11月に行う。

・文化祭の時期が修学旅行準備と重ならないよう、合唱祭と同時期に行う方向で検討中。

●１年生４月のオリエンテーション合宿（泉中は実施していない）は、宿泊せずに学校で行

える１日日程の内容で計画。

●Ｈ33年度からの長距離走駅伝大会の会場について、継続してサンテパルクで行うか、以前

の表浜に戻すか、別のコースにするか少しずつ検討していく。

生活のきまり

●制服等は、Ｈ35年度には原則揃える（３学年とも統合後の入学となるため）

・それまでは両校の混在を認める。（前回検討委員会で承認済）

●生活のきまり全般について、両校で検討調整し、修正した。

・統合時にルールの急変で困らないように、Ｈ31年度から適用していく。

・現1年生、2年生には、順次修正指導を行っていく。

教材 ●３年間通して使う教材は、両校で統一する。（各教科で調整し決定）

●授業の進み具合も統合時に合うように調整していく。

補足 ●携帯電話の取扱いについては、伊良湖岬中・福江中の統合後の様子を見ながら検討していく。

●学校運営部会からの報告内容項目

【委員からの質問・意見】

●生活のきまりの修正は、教職員だけで修正したのか？

⇒生徒からの声も含めて、教職員で修正を行いました。

●統合は大人の分別ではなく、生徒ありきの統合というのが根底にあるべき。子どもたちが、自分たちの自

主的な考えのもとにやっていくことによって、自立の心が育まれ、それが子どもを大事にした統合という

ことにもつながっていくと思うので、今後もそのあたりを検討していっていただけるといいかなと思いま

す。



※次回は、６月頃の開催を予定しています。

●ＰＴＡ部会からの報告内容項目

項目 内容

役員・理事（委

員）の総数案

●赤羽根中１１名、泉中７名、会長は別に１名の計１９名を原案とする。

・統合しても生徒数は200名を少し超える程度のため、総数を増やしすぎると後々苦しくなる

・昨年度、赤羽根中12名、泉中9名（会長含む）の計21名という案もあったが、人数的に苦し

いのではという意見もあり、今回の人数案

会長・副会長の

分担案
●４小学校区で順番に担当する案で検討

ＰＴＡ組織作り
●Ｈ32・33年度の人選のため、以下の３点についてＨ31年11月までに決定する。

①理事（委員）の総数、②会長・副会長の分担、③会長以外の役員割振り

会長以外の役員

割振り案

●会長以外の役員と人数案

（副会長）Ｐ男女各１ （書記）Ｐ男女各１・教頭 （会計）Ｐ１・校務

（会計監査）Ｐ１・教務 （支部長）Ｐ４：各小学校区１名

※支部長：各小学校区の代表。他役員との兼務可

●割振りは、会長担当案を受けて立案していく。

委員会組織案

●委員会数：４

・両校で違いがある（赤羽根４、泉２）が、活動内容はほぼ同じ。

・１委員会の負担軽減のため４にあわせる。

●人数割り：会長は委員会から外す。会長以外全員を４つの委員会に割り振る。

●各委員長：両校が隔年担当、または、各委員会で互選

今後の検討事項

●会則・規約の整備

●会計・・・支出内容はほぼ同じ。会費に違いあり（赤羽根3,000円、泉3,600円）

●事業内容・計画・・・泉地区の運動会、ＰＴＡ作業の時期、文化祭対応、理事会時期等

【委員からの質問・意見】

●総数について昨年度の部会案から減らした理由は？

⇒子どもの数も減ってきており、委員を出す上でも出しやすい数という意見を反映して。ただ、今回の

案以上に減らすのは厳しいと思っています。

●泉は保・小・中合同で運動会をしているが、赤羽根中はどうなっているのか。また、統合後泉地区の中学

生の運動会への参加はどうなるのか。

⇒赤羽根中学校は体育大会を行っています。泉地区の子も当然学校の体育大会に出ますが、地区の運動

会への参加については、地区、泉中、泉小で調整中です。

●ＰＴＡ会長の地区での充て職等はありますか。またＰＴＡの委員の地区でのポスト上人数を減らされると

困るなどはありますか？

⇒同窓会や市民まつりにはＰＴＡ会長の肩書で参加しました。地区のものについては、新年度に地区の

中で話しながら早めに決めていけばいいと思う。

【全体を通しての委員からの質問・意見】

●総務部会の中で同窓会について検討していくときに、部会の中に同窓会関係の委員の方がいないが、どの

ようにしたらよいか。

⇒各部会で、関係される方をアドバイザーや、意見者としてお呼びしていただければ結構です。

●統合準備委員会の委員としては、各部会の関係者をあげていかないのですか？

⇒委員の人数が30人以内と決まっているため、各部会でアドバイザーとして入っていただくか、委員と

するかは調整をさせていただきます。

●年度が変われば委員もかわりますか？

⇒役員の改選等もあるため、交代もあります。なお、小中学校のＰＴＡ会長さんについては、新委員さ

んへの助言をしていただくため、次年度も委員として残っていただきます。
田原市教育委員会

田原市田原町南番場30－1

電話: ０５３１－２３－３５３０  

FAX: ０５３１－２２－３８１１

kyoikusomu@city.tahara.aichi.jp 


